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各大学　選手・監督・顧問の皆様へ
北海道学生ソフトテニス連盟
会　長　 佐  藤　順 一
理事長　 五十嵐　早 紀

春季大会に参加する皆様への要請事項について(お願い)

謹啓　惜春の候、皆様におかれましては、ご清祥のこととお慶び申し上げます。日頃より、北海道学生ソフトテニス連盟の活動にご理解ご支援を賜り、誠に感謝申し上げます。
さて、当連盟では、新型コロナウイルス感染症の感染の再拡大に伴い、昨年12月より主催大会の開催を見合わせておりましたが、各種大会等を再開するための準備をしてまいりました。
本大会では、多くの選手が、大会出場のために宿泊や長距離の移動を伴います。また、旭川市の医療現場の状況、現在の北海道の感染状況を考えましても、本大会を開催するためには皆様の自覚ある行動とご協力が必要になります。そのため、宿泊や移動など大会会場以外での行動についての感染対策を取りまとめましたので、ご確認ください。全ての大会参加者がこれらを徹底し遵守するようにお願いいたします。
また、「第53回春季北海道学生ソフトテニス大会（5月7日（金）、8日（土）、9日（日）開催）に参加するにあたって」には、主に大会会場での感染症対策についてをまとめておりますので、再度ご確認・ご周知戴きたく、お願い申し上げます。皆様のご理解・ご協力に厚く御礼申し上げます。
謹言



Ⅰ.宿泊について
　　食事
1 食事(朝食・夕食)は宿舎内でとり、外食は自粛すること。
2 食事は、宿舎内でとり選手団が一同に集まるのではなく、時間をずらし、距離をとり、 会話は控えること。また、チーム内で接触する人を限定するため、同じ部屋の選手で並び、位置は常に固定すること。
3 やむを得ず、大人数で食事をする際は、黙食を徹底すること。




客室
1 宿舎・チェックイン手続きについては、可能な限り代表者が一括で行うこと。
2 部屋割りは、一人部屋が望ましいが、少人数の部屋割りとなるよう配慮すること。
3 複数人での利用の場合、部屋の換気を定期的に行い客室内ではマスクを着用すること。 
4 他の部屋との往来をしないこと。
5 チームのミーティングなどは、ソーシャルディスタンスとマスクの着用を徹底した上で、屋外で短時間で行うこと。もしくは、ビデオ会議（オンラインミーティング）を活用し、選手らの接触を最小限に抑えること。

浴室
1 宿泊施設に大浴場があったとしても、客室内の浴室を利用すること。
2 やむを得ず、大浴場を利用する場合は、時間をずらし、距離をとり、 会話は控えること。
3 利用時間を短くし、速やかに退出すること。

　　洗面所
1 客室内の洗面所を利用すること。
2 客室内に洗面所がない場合は、時間をずらし、距離をとり、会話は控えること。
3 歯磨きやうがいは、飛沫しないように行うこと。
4 使用した歯ブラシは、よく洗い水を切って乾燥させて保管すること。
5 同じタオルを複数人で共用しないこと。

トイレ
1 ふたを閉めてから汚物を流すこと。

Ⅱ.移動について
1 可能な限り、チーム専用の移動手段を手配すること。
2 公共交通機関を利用する場合は、可能な限り座席をまとめ、一般客との接触を避けること。
3 マスクの着用を徹底すること。
4 各所において消毒することを徹底すること。
5 必要以上の会話や飲食は避けること。 



Ⅲ.体調確認について
①監督や各校の代表者は、選手の健康状態を常に把握すること。 
②同居家族や身近な知人に感染が疑われる者がいないか確認すること。 
③大会前に体調不良（例：発熱、咳、喉の痛み、倦怠感、味覚嗅覚の異常など）が出現した場合、北海道新型コロナウイルス感染症健康センターフリーダイヤル
０１２０－５０１－５９７（札幌市、函館市、旭川市、小樽市在住者は、各市保健所）に電話相談の上、指示に従うこと。加えて、主催者に報告の上、事後対応について指示を受けること。
④大会開催日の２週間前の時点もしくはそれ以降に、PCR 検査もしくは抗原検査で陽性反応があった場合、感染者および濃厚接触者は参加を辞退すること。 
⑤濃厚接触者は 14 日間の観察期間を経過し、症状が出ていない選手の出場を認めること。
⑥感染が疑われる者は新型コロナウイルス以外の感染症のリスクもある為、原則当該選手は参加を辞退すること。 
⑦大会終了から１４日後までの健康状態も記録すること。

Ⅳ.その他
①新型コロナウイルス接触確認アプリCOCOAをインストールすること。




なお、本大会では、大会期間中に参加者の中で新型コロナウイルスの感染者が確認された場合、大会を中断するもしくは中止とすることがございますので、ご了承ください。
　みなさまの自覚のある行動とご協力が、よりよい大会を作り上げるだけでなく、今後の大会開催にも繋がります。皆様のご理解・ご協力に厚く御礼申し上げます。
